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『ラ・ギルランド』（1919～1921）

　時代の動きや風俗を知るために、ベリオティッ

ク（定期刊行物）は服装史研究に欠かせない資料

の一部である。時代を経てその価値が見直されて

いくものがあるが、ことにモード画やさし絵など

の視覚的な要素が加わった雑誌では、時には一種

の芸術品をみるような悦びを感じさせてくRるも

のに出合うことがある。そうした雑誌の一つに『ラ

・ギルランド』（La　guirlande）がある。

　第一次大戦が終って一年後、191　9ff10月にフラ

ンスで創刊され、およそ一年後に1／号を最後に廃

刊になった雑誌である。最初の3号までは月刊誌

であるが、あとの方は1920年から2／年にかけて不

定期に刊行さRたようである。内容は、小説や詩、

評論、風俗とモード関係の記事、それに付録のプ

レートを加えた60ページ内外の軽い読みもの誌で

あるが、各ページを飾るカラーのさし絵が美しい。

当代売Rっ子のイラストレーターを動員し、風刺

をこめた軽い読みものに小気味よい色づけをほど

こした、まさにおとなの絵本とでも言いたいよう

な、贅沢でしゃれた雑誌である。

　なにしろ著名なブルネレスキー（Umbento　Bru－

nelleschi　1879－1949）が美術ディレククーとなっ

て毎号小説や詩や評論のさし絵に筆を揮い、これ

も人気作家のパルビエ（George　Banb｜er　1882

－1932）を毎号巫1す登場させ、さらには若手のべニ

ト（E．　G．　Benito）やボノット（LBonnotte）、マ

イアス（RMahias）、ポラック（R．　POIack）らを

随時加え、コミカルな場面にはエマー／レ（J．Hemard）

やア／レヌクス（G．　ArnOux）を登場させている。ブ

ルネレスキーやパルビエは、モード誌　JOumal

des　dames　et　des　mOdes（1912－1914）　　や

Gazette　du　bon　tOn（1912－1925）などでおなじ

みの人気作家であり、ギルランドはこのGazette

非常勤講師（西洋服装史担当）辻　ますみ

du　bon　tOnとほぼ同じスクイ／レをとった雑誌で

ある。ただGazetteの方はモードやインテリア

関係の情報が豊富で実用記事が多いのに比べ、ギ

ルランドでは編集者の意図か、あくまで文学や詩

を主要記事とする姿勢をとっており、モード関係

の記事やプレートはやや精彩を欠いている。

　小説は、エルマン（Abei　Hermant　1862－1950

アカデミーフランセーズ会員）が創刊号から11号

まで「フィリ」（Phili，主人公の愛称）を連載し、

しゃれたブルネレスキーのさし絵が反響を呼んだ

のか、単行本として出版されたようである。また

未完に終ったが、ボワレーブ（Rene　BOyiesve

1867－1926、アカデミーフランセーズ会員）の「青

とかげと四輪馬車」という愉快な短編は、パルビ

エがすばらしいさし絵を描いている。この雑誌の

文芸ディレクターであるエルマンノビツ（J．Her－

mannovits）は、アラビア風に脚色した一一連の詩

を書いているが、これはブルネレスキーのさし絵

が見事な効果をあげていて、おそらく好評だった

ためか3号から最終号まで続けて掲載されている。

フルネレスキー描くアラビア女性の数々と，詩の

行間に置かれたスクフ（R．Stab）の彩色アラビア

文字は、色彩が見事で異国情緒豊かである。なお

詩では象徴派詩人のフォール（PFort）やレニエ

（H．Regnier）も登場している。

　さし絵はポショワー／レ（型紙をあてて顔料を刷

りこむ彩色の方法）を主体に、これにソーテ（J，

Saud6）が彩色をほどこしている。ページをめく

るたびにさし絵の品の良さとパランスの妙に感心

させらR、好事家の間で貴重書となっている理由

がうなすける。付録のプレートは創作画と有名衣

装店のモテル画各数枚からなる。創作画はいわゆ

るモード画ではなく装飾画の部類に入るもので、
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入念な彩色がほどこされたフルネレスキーやパル

ピエなど大御所の作品が多いが、変ったところで

は、日本女性を描くフランシュ（EBIanche）、児

童画のレイ（」．Ray）、エキゾチックな雰囲気の女

性像を描くドメ／レク（DOmergue）やズィノピュ

（ZinOvlew）、線描きのカドガン　（Cadogan）ら

がいる。有名衣装店のモデル画では、テーラーの

店Barclayの紳士服をタクワ（M．　TaquOy）やポ

ノットが描いており、婦人物では、Jenny，　Marie－

Luise　Barclay，　MelnOtte－SimOnin，　MaisOn

Ainなど比藪的ポピュラーな店の作品を、フルネ

レスキーやパルビエ、ポラックらが描いている。

　べ一ジ数は少ないがモードに関する記事は苗号

掲載されており、前半の号ではランクレ（J．Lancret）

が、後半の号ではミレクール（Mme　de　MirecOurt）

が、有名衣装店の傾向や流行品、女優の舞台衣装

や差飾ったパリジェンヌが集まる街などを紹介し

ている。また「エレガンスの移り変り」や「服装

に関する考察」あるいは「パリジェンヌの人相学」

「音楽とジャズによせて」などのタイト／レで書かれ

た風刺の利いた評論や風俗論からは、大戦後の開

放感と20年代初期のムードが伝わってくる。しか

　　　　P］E［ILI

OU　PAR－DELA　　　BIEN　ET

エルマン作「フィリ」より　さし絵フルネレスキー

しモード関連の記事は付随的に扱われ、あくまで

文芸雑誌という姿勢を貫こうとしている。

　ワオークやラ・モードなど本格的なモード誌に

はすでに網目写真版が登場し大量ED刷の時代に入

っていたが、かつての手づくり本の良さを求めて

20年代前後にポショワー／レを主体とした雑誌がい

くつか出版された。ギルランドもその中の一つで

あるが、一般向けというよりは趣味性の強い雑誌

であり、短期間で廃刊になった理由もその辺にあ

ったと思われる。

　創刊号のクイトルは以下のようである。

　La　guirlande．　Aibum　mansuel　d’art　et　de

littenature（絵と文学の月干U誌），　　sous　la

direcUon　litteraire　de　MOnsieur　Jean　Her－

mannOvitS；SOuS　la　direCtlOn　artiStique　de

MOnsieur　Brunelleschi．　lmPrime　Par　　M．

Fra∩gOis　BemOuard，　E∩［umine　paf　M　Jean

Saude　Le　tirage　de　cet　album　et　restreint

♂huit　cents　exemplaires．　（800部限定出版）

11fascicule　cOmplet．（Hiler　p403．　COIas　1323）

〔055－G一つ～2〕

ロープ・ド・ソワール（ジェニー店）、パルビ工画
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